
























































と、心の状態には性と情があるとし、 『中庸』 「喜怒哀楽之未発、謂之中。発而皆中節 謂之和。中也者、天下之大本也。和也者、天下之達道也」の章句 て




と説き、心の未発、すなわち静の状態が性・中・大本であり絶対的な善とみた。また、心が発動すると から喜怒哀楽の情が生じ、情の正しい状態が、節に中る・和であり、それを善とし、情の不正な状態を人欲 悪として 心の発動である情に悪の原因を見出したのであった。　
またこの説は道を本体と作用に分離し、道の本体を形而











われているため、時に心が発動しても正を得ない悪の状態にある。そこで、人欲が生じる心の発動の際 注視して、人欲の発動を抑え 当初の明徳の状態に心を回復することを求めた である。 『大学』ではその次第を「格物致知誠意正心」とし、朱熹は「格物致知」を 根本とし、 「吾れの知を致さんと欲すれば、物に即きて其 理を窮むるに在るを言う
〈六〉
」と、万物の理を追究していくと、最終



























心の発動する幾微を敬しみ、悪 未然に防ぎ、善を保持することで己が確立し そのような己があってはじめて恕が行え とするのであった。　
このように心の解明には、ひとえに万物に備わる理の追































































































































































誠にする」とは、正しい条理を的確 択び実行し 完全聖人の道、すなわち仁義礼智を実現することとした しかし、それはあくまでも、学問の最終形態であり、理想にすぎない。 こで用意された工夫が「忠 主 す」であった。 「忠信を主とす」とは、自らの行為が理に適合するか
 
（45）










を経書の言葉を用いて自説を展開している。その め彼の説は、その解釈に用いた経書の言葉を彼がどのように理解したのか把握しつつ検証する必要がある。まずは、 『論語』 「子以四教。文行忠信
（述而
（」の解釈を挙げると、

























今の世変事態、具備せざるは莫し。礼は則ち人の立つ所以、斯須も身を去るべからざる者なり。而して天下を経綸する所以の者に至 も 焉に存せざるは莫 。此れ皆な所謂夫子の文章は得て聞くべき者なり。……忠信の人は、 て礼を学ぶべし。故に礼を執る者、当に忠信を主として四教を具うべし。
（此孔門教法、即博




孔門の教法は、文行忠信なり。 は詩書執礼、凡そ六芸の文なり。礼 則ち其の行いに執るものにして即ち約礼なり。礼を学ばざれば以て立つ無きは、礼の行いの準則為る所以なり。博約は即ち 行 して、忠信人は以て礼を学ぶべくんば、 忠信を主と 夫子の四教備わざるを得ず。
（孔門教法、文行忠信。文者詩


































以貫之。……曾子曰 夫 之道 而已矣」の忠恕と列に語っている。その解釈が次である。
























（」に次のようにされる。道に志し徳に拠り仁に依り芸に游ぶ、四者並び行い兼ねて施し、先後有るに非ず。道とは天下の達道の、君臣・父子・夫婦・長幼・朋友にして、忠孝仁義、人倫の日用自り、以て天下の大経を経綸 、天地の化育を知るに至るまで 凡そ行い 施す者是れなり。徳とは知仁勇の天下の達徳に て、凡そ仁義礼智等の統名なり。心に存する者を指して之を と謂い、行いに施す者を指して之を道と謂う。……仁は諸徳の元 百行の本なり。凡そ徳行道芸皆仁中の細目なり。故に道徳中に就きて、特に仁を挙げて之 言う。
（志道拠徳依仁游
芸、四者並行兼施、非有先後也。道 天下之達道 君臣父子夫婦長幼朋友、而忠孝仁義、自人倫日用、以至於経綸天下之大経、知天地之化育、凡 於行者是也。徳者知仁勇天下之達徳、凡仁義礼智等統名。指存於心者謂 徳、指施於行者謂之道也。 ……仁者諸徳 元
、百
行之本。凡徳行道芸皆仁中之細目。
































の集注「中心を忠と為す」によるとも考えられる。しかし、朱熹 言う心は理の存在を前提としており、そもそも会沢は具体性を伴わない心 追究 否定し、 「天地の物を生ずるは一元気 み
〈 『釈』
（（〉」と気を根底に据えた学問体系
を想定し、 子学的な理を否定していた。そのため 性の概念も独自に設定したのであるが、その解釈に「中心よ発す」の意を窺うことができる。 『中庸』 「天命之謂性 率性之為道、脩道之謂教」で「性とは生の質 天の人に賦与する所の者なり。民、天地の中 受けて まるるが、故生まれながらにして、知仁勇の徳を有す。即ち天の命ずる所の性なり
（性者生之質、天之所賦与於人者也。民受天地之中而
生、故生而有知仁勇 徳。即天所命 性也〈 『釈』
（〉（」とし、




















































































































































いる。後の算用数字は「訳注稿 一） 」に示した節 表す。以下『釈』と略記する。
（
11）『孝経考』は筑波大学付属図書館所蔵本を底本とした。
＊
本稿は
二〇一七年度
常磐大学課題研究助成による成果の一部
である。

（常磐大学）
　
